
 

 

 

 

 

 

 

 

 

妖怪一色の毎日です 
 

前回、妖怪の「劇あそび」の練習を始めたことをお伝えしました。今ではすっかり妖怪一色の毎日です。 

朝の会では「ようかいしりとり」の歌を、歌うだけでなく、全力で踊っています。国際文化交流会で展示する作

品作りをしているときも、みんなで大合唱。劇あそびで使うインドネシア語のセリフもどんどん覚え、今では壁

に貼った台本を見なくても言えるようになりました。自由あそびの時間にも、どこからかセリフが聞こえてくる

ことがあります。小道具を使っての練習が始まると、さらに楽しさが増すようで、「もう一回やりたい！」という

声があがります。相変わらず練習が大好きな子どもたちです。本番までもう少し。これからの仕上げでは練習

の様子を動画で撮影し、自分たちで見ながら「ここをもっとこうしたらいいね」と話し合い、みんなでより良い

劇を作っていきたいと思っています。 

１学期は「お店屋さんごっこ」に夢中だった子どもたち。２学期は思い切り「妖怪」を楽しんでいます。 

 

 

 

 

 

   
 

幼稚部
よ う ち ぶ

だより 
スラバヤ日本人学校幼稚部 

令和８年１０月１日(木) 

NO.８ 

・ ようかいしりとり 

・ Di sini senang  
など 

・ ここから体操 

・ ちょっとだけ体操 

・ ダイナソーな体操   
など 

日本の友人から「面白い絵本があるよ」と教

えてもらい、「ひょっとして…」と幼稚部の図書

室を探すと、なんと発見！これはYouTubeで

読み聞かせを聞くこともできる絵本です。特に

挿入歌がしゃれていて、主人公・ピートの口癖

「かなり最高」が耳に残ります。子どもたちもす

ぐに気に入って、ピートと一緒に♪かなりさい

こ～～♪と歌っています。 

おもしろい絵本見つけました！ 

「妖怪屋敷」できました～ 

うわぁ～～！ 

ぶきみぃぃぃ！ 

ちょっと怖い 

背景を貼ります 

２歳児は、手形と 

足形を妖怪にし

ました 

切り取ります 
妖怪の本を見ながら描いています 


